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今
世
紀

に
お
い
て
全
世
界
が
注
目
す
る

一
大
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

中
国
長
江

三
峡
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

正
式
名

:
「中
国
長
江
水
利
櫃

紐
工
程
」

(中
国
三
峡
水
利
基
本
工
事
)
は

一
九
九
二
年
四
月
三
日
、

中
国
の
最
高
権
力
機
関
で
あ
る
中
国
人
民
代
表
大
会

の
第
七
期
第
五

回
会
議
に
お

い
て
、

一
七
六
七
票
の
賛
成
、

一
七
七
票

の
反
対
、
六

六
四
票

の
棄
権

(二
五
人
は
投
票
ボ
タ
ン
を
押
さ
ず
)
に
よ

っ
て

『関

於
興
建
長
江
三
峡
工
程
決
議
』

(長
江
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
建
設

に

関
す
る
決
議
)
が
通
過
し
、
こ
れ
に
基
づ
き

一
九
九
四
年
十
二
月
十

四
日
、
正
式
に
着
工
し
た
。
そ
れ
以
来
既
に

一
年
余
り
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
今
世
紀
世
界
最
大

の
水
利
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の
着
工

に
対
し
、
国
内
外

の
多
く
の
人
々
が
こ
れ
を
讃
え
る
も

の

と
な

っ
た
が
、
少
な
か
ら
ず
の
人
は
承
諾
せ
ず
、
ま
た

一
部
に
は
反

対
す
る
人
さ
え
も
あ

っ
た
。
賛
成
す
る
者
は
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の

建
設
が
長
江
中
下
流
域
の
洪
水
防
止

に
有
利

で
あ
り
、
清
浄
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
を
用

い
て
大
気
汚
染
を
減
少
さ
せ
、
船
舶
運
航
を
拡
大

す
る
等

々
の
理
由
を
述
べ
て

い
る
。
ま
た
特

に
懸
念
を
抱
く
者
は
、

こ
の
よ
う
な
巨
大
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
建
設
す

る
技
術
的
ま
た
は
資
金

的
な
保
証
が
あ
る
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
、

環
境
や
生
態
系

へ
の
影

響
は
如
何
な
る
も

の
で
あ
る
の
か
と
述
べ
て

い
る
。
さ
ら
に
反
対
す

る
者
は
、
こ
の
よ
う
な
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
推

進
し
て
も
、
「洪
水
防

止

の
働
き
に
は
限
り
が
あ
り
、
ま
た
投
資
は
限
度
を
越
え
る
」
も
の

で
あ

っ
て
、
上
流
に
多
く
の
小
規
模
ダ
ム
を
建

設
す
る
こ
と
に
及
ば
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な

い
と
提

起
し
た
。
ま
た
こ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
「生
態
系

に
対

す
る
影
響

が
は
か
り
知
れ
な
い
重
大
な
も
の
で
あ
る
…
…
」
と
提
起

し
、
さ
ら
に
文
物
遺
跡

の
保
護
、
移
住
す
る
住
民
の
人
権
問
題
等
々

を
提
起
し
た
。
総
じ
て
、
こ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
国
内
外

の
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
お
よ
び
各
界
の
注
目
を
引
く
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
巨
大
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
対
す
る
評
価
の
善
し
悪
し
は

一
様
で
な
い
。
こ
の
よ

う
な
巨
大

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
対
す
る
見
解
が

一
致
を
み
な
い
こ
と
は

当
然
な
こ
と
で
あ
り
、
理
解
で
き
う
る
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

し
か
し
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
対
し
て
懸
念
を
抱

い
た
り
反
対
し
た

り
す
る
人

々
の
中
で
も
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
見
解

に
対
し
て
重

点
の
置
き

方
は
異
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
は
長
江
中
下
流
域
の
状
況
と

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
事
情
を
必
ず
し
も
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
に
起
因

す
る
。
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
関
す
る
多
く
の
問
題
を
大
衆
に
伝
え

て
、
は

っ
き
り
と
説
明
し
、
懸
念
す
べ
き
こ
と
を
減
ら
し
、
ま
た
は

　
　

　

払
拭
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
莫
大
な
資
金
を
費
や
し
て
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
進
め
る
に
値
す
る
こ
と
が
あ
る
の
か
、
中
国
の
技
術

レ
ベ
ル
で
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
う
る
の
か
、
資
金
が
保
障
さ
れ
う

る
の
か
、
生
態
系
や
環
境
に
影
響
が
及
ば
な

い
の
か
、
文
物

の
保
護

は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
、
住
民
移
住
問
題
は
ど
の
よ
う
に
解
決
す

る
の
か
等

の
様
々
な
問
題
が
あ
る
。
私
個
人
も
多
く
の
方
々
と
同
様

に
こ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
対
し
て
上
述
の
よ
う
な
懸
念
を
抱

い
た
。

近
年
来
、
幸

い
な
こ
と
に
仕
事

の
都
合

で
三
峡
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
四

回
訪
れ
る
機
会
を
得
て
、
こ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
所
管
す
る
国
家
機

構
の
責
任
者
と
討
論
を
行
な

い
、
併
せ
て
あ
る
専
門
家
に
三
峡
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
建
設
前
後

の
詳
細
な
説
明
を
伺

い
、
大
規
模
ダ
ム
の
工
事

現
場
を
見
学
し
た
。
ま
た
住
民
移
住
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
建
築
現
場
で

あ
る
秣
帰
を
訪
問
し
、
カ
ラ
チ

ョ
ウ
ザ
メ
繁
殖
セ
ン
タ
ー
や
中
国
科

学
院
水
生
動
物
研
究
所

チ

ョ
ウ
コ
ウ
カ

ワ
イ
ル
カ
養
殖
館
等
を

見
学
し
、
こ
の
世
紀
を
跨
ぐ

一
大
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
対
し
て
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
い
く

つ
か
の
懸
念
を
取
り
除
く
こ
と
が
で

き
た
。
中
国

の
万
里
長
城
建
設
の

一
大
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
も
遜
色

の

な
い
、世
紀
を
跨
ぐ

一
大
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
対
す
る
理
解

の
た
め
に
、

私
自
身

が
見
聞
し
た
情
況
を
も

っ
て
読
者
に
紹
介
す
る
も

の
と
す

る
。

有
利
な
事
業
を
興
し
、
弊
害
を
取
り
除
く

と

い
う
構
想
は
孫
中
山
に
始
ま
る

長
江
は
中
国
第

一
の
大
河
川

(全
長
六
三
〇
〇
㎞
)
で
、
ア
マ
ゾ

ン
川

(全
長
六
七
五

一
㎞
)
と
ナ
イ
ル
川

(全
長
六
六
七

一
㎞
)
に

次
ぎ
、
世
界
第
三

の
大
河
で
あ
る
。
長
江
と
黄
河
流
域
は
豊
富
な
水

資
源
に
恵
ま
れ
、
中
国
人
は
両
河
川
を
母
な
る
河
と
み
な
し
、
そ
の

恵
み
で
何
億
と

い
う
中
国
の
人

々
が
育
ま
れ
、
そ
れ
ゆ
え
中
華
民
族

の
揺
り
籠
と
も
呼
ば
れ
る
。
中
国
の
歴
代
の
文
人
は
両
河
川
を
書
や

文
章
で
賛
美
す
る
こ
と
を
惜
し
ま
な
か

っ
た
。
し
か
し
長
江
は
ひ
と

た
び
雨
で
増
水
す
る
と
、
歴
史
上
い
く

つ
か

の
自
然
条
件
と
気
候
条
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件

の
影
響

に
よ
る
き
わ
め
て
大
き
な
洪
水
が
発
生
し
、
流
域

の
人
々

に
多
大
な
損
害
を
与
え
て
き
た
。
歴
史

の
記
載
に
よ
る
と
紀
元
前

一

八
五
～

一
九

=

年

の
清
朝
末
期
ま
で
、
長
江
の
中
下
流
で
は
平
均

し
て
十
年

に

一
度

の
水
害
が
発
生
し
て
い
る
。

一
八
六
〇
～
七
〇
年

に
は
二
度

の
大
洪
水

で

一
万
歴
余
り
の
土
地
が
水
浸
し
に
な
り
、
多

く

の
生
命
が
奪
わ
れ
、
損
失
は
極
め
て
大
き
か

っ
た
。

一
九

=

～

四
九
年

に
は
平
均
し
て
五
～
六
年
に

一
度
大
洪
水
が
あ
り
、
解
放
前

の

一
九
三

一
年
と

一
九
三
五
年

の
二
度

の
大
洪
水
は
そ
れ
ぞ
れ
五
〇

九
〇
万
ム
ー
、
二
二
六
四
万
ム
ー

(畝

"
一
畝
は
六

・
六
六
七

a
)

の
耕
地
が
水
浸
し
と
な
り
、
溺
れ
て
死
ん
だ
者
は
そ
れ
ぞ
れ

一
四

・

五
万
人
、

一
四

・
二
万
人
、
武
漢
市
内

の
水
は
二
八

・
二
八

m
に
達

し
、
武
漢
市
は

一
ヵ
月
余
り
水
に
浸
り
、
当
時
市
内
で
外
出
す
る
時

は
船
を
必
要
と
し
、
経
済
的
な
損
失
は
三

・
六
億
元

(銀
貨
)
に
達

し
た
と
い
わ
れ
る
。
新
中
国
成
立
以
後
の

一
九
五
四
年

の
長
江

の
大

洪
水
は
浸
水
耕
地
四
七
五
五
ム
ー
、
死
亡
人
数
が
三
万
人
余
り
に
達

し
、
罹
災

人
口
は

一
八
八
八
万
人
に
達
し
、
洪
水

の
水
位
は

つ
い
に

二
九

・
七

三

m
に
達
し
、

一
九
三

一
年

の
大
洪
水

に
比

べ
さ
ら
に

一
・
五
m
高
く
な

っ
た
。
洪
水
に
立
ち
向
か
う
活
動
は
効
果
的
に
武

漢
市
内
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
た
め
、
武
漢
市
は
三

ヵ

月
間
、
封

じ
込
ま
れ
、
水
害

の
直
接
的
な
損
失
は
百
億
元
以
上
に
達

し
た
。
こ
れ
が
今
世
紀
最
大

の
洪
水
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
中
国
の
歴

史
上
、
長
江

の
治
水
に
つ
い
て
、
有
利
な
事
業
を
興
し
、
弊
害
を
取

り
除
く
事

へ
の
人
々
の
期
待
は
た

い
へ
ん
久
し

い
も

の
が
あ
る
。
古

く
は
古
代

の
大
禺

の
治
水
の
伝
説
で
あ
り
、
長
江
中
下
流

の
葛
洲
煽

ダ
ム
の
と
こ
ろ
に
、
現
在
、
明
代
万
暦
四
十

六
年

(紀
元

一
六

一
九

年
)
の
大
禺

の
治
水
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ

た
黄
陵
廟
が
あ
る
。
廟

の
中
に
は
三
六
本

の
巨
大
な
柱
が
立
ち
、
そ

の
中
の

一
本
は

"水
女

柱
"
と
命
名
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
と
し
て

一
八
七
〇
年
の
長
江
の
大

洪
水
の
水
没
の
跡
を
記
し
て
い
る
。
近
代
中
国

の
偉
人
、
孫
中
山
は

か

つ
て

一
九

一
九
年
に

『実
業
計
画
』

の
文
中

に
お

い
て
、
"川
江

航
道
"
(四
川
省

の
長
江
黄
金
水
道
)
を
改
善
し
、
三
峡
水
力
発
電

の
開
発
を
行
な
う
構
想
を

「
以
閾
堰
其
水
,
使
舟
得
遡
流
以
行
,
而

又
可
資
其
水
力
」

(そ
の
水

に
堰
を
も

っ
て
す
れ
ば
、
船
を
し
て
流

れ
を
遡
り
、
し
か
る
に
そ
の
水
力
も
資
す
る
)
と
提
起
し
た
。
彼
は

一
九
二
四
年

『民
主
主
義
』
の
中
で

「揚
子
江

上
流
菱
峡

の
水
力
は
、

極
め
て
大
き

い
も
の
で
あ
る
。
あ
る
人
が
宜

昌
か
ら
万
県

一
帯
ま
で

の
水
力
を
調
査
し
て
、
三
千
余
万
馬
力

の
電
力
を
発
生
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
き

な
電
力
は
、
各
国
で
生

み
出

さ
れ
る
電
力

に
比

べ
て
も
き
わ

め
て
大
き

い
も

の
で
あ
る

......」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
三
峡

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
構
想
は
孫
中
山
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
こ
の
時
か
ら
、

三
峡
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
建
設
は
中
国
に
お

い
て
、
壮
大

で
有
利
な
事

業
を
興
し
、
弊
害
を
取
り
除
く
と

い
う
構
想

の
萌
芽
と
な

っ
た
の
で

あ
る
。

世界が注 目する世紀 を跨 ぐプロジェク ト1乃



二

数
十
年
に
わ
た
り
繰
り
返
し
た
論
証
の
結
果

三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
対
す
る
初
歩
的
な
研
究
が
進
め
ら
れ
た
の

は
、
三

〇
年
代
初
期
に
始
ま
る
。

一
九
三
二
年
十
月
、
国
民
党
政
府

の
建
設
委
員
会
は
長
江
上
流
水
力
実
地
測
量
隊
を
組
織
し
、
第

一
回

の
実
際
的

な
実
地
測
量
を
行
な

っ
た
。
そ
の
後

『揚
子
江
上
遊
水
力

発
電
勘
測
報
告
』

(揚
子
江
上
流
水
力
発
電
調
査
測
量
報
告
)
が
編

纂
さ
れ
た
。

一
九
三
三
年
、
揚
子
江
水
路
整
理
委
員
会
は

『長
江
上

遊
水
力
発
電
計
劃
』

(長
江
上
流
水
力
発
電
計
画
)
を
作
成

し
た
。

一
九

三
六
年
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
国
籍

の
ブ
ラ
ン
ド
ル

(B
ran
d
tl)

を
招
聰

し
、

一
九
四
四
年
、

ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者

の
パ
ッ
シ
ャ
ル

(ρ

幻
゜
P
a
ssh
al)
を
招
聰
し
、

一
九
四
四
年
五
月
、
ア
メ
リ
カ
内

務
省
開

墾
局

の
チ
ー

フ

・
デ
ザ

イ

ン
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
サ

バ
ー
ジ

O
°
r
°
S
a
va
ge)
を
招
請
し
て
長
江
三
峡
開
発

に
対
す
る
実
地
測
量

と
設
計
を
進
め
た
。
幾
度
に
も
お
よ
ぶ
実
地
測
量
と
設
計
を
進
め
、

国
民
党
政
府
は

一
九
四
五
年
、
三
峡
水
力
発
電
計
画
研
究
委
員
会
と

三
峡
実
地
測
量
隊
が
組
織
さ
れ
た
。

一
九
四
六
年
、
揚
子
江
水
力
委

員
会
は
三
峡
に
対
す
る
人
的
な
実
地
測
量
を
進
め
、
前
後
し
て

『三

峡
水
庫
勘
測
報
告
』

(三
峡
ダ

ム
実
地
測
量
報
告
)、

『三
峡
水
庫
区

経
済
調
査
報
告
』

(三
峡
ダ
ム

・
サ
イ
ト
経
済
調
査
報
告
)
等

々
を

編
纂
し
た
。
同
時
に
ア
メ
リ
カ
の
開
墾
局
と
当
該
局
が
設
計

に
責
任

を
負
う
と

い
う
契
約
を
交
わ
し
、
前
後
し
て
五
十
名
余
り
の
技
術
者

を
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
し
、
三
峡
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
設
計
が
進
め
ら
れ

た
。
し
か
し
当
時
は
戦
争
で
社
会
情
勢
が
不
安
定
で
経
済
的
に
も
不

況
で
あ

っ
た
た
め
、
国
民
党
政
府
は
継
続
し

て
進
め
る
術
も
な
く
、

三
峡
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
設
計
作
業
の
中
止
を
決
定
し
、
こ
う
し
て
三

峡
ダ
ム
の
計
画
は
水
泡
に
帰
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
九
年
、
新
中
国
成
立
後
間
も
な
く
、
中
国
政
府
は
長
江
三

峡
建
設
を
非
常

に
重
視
し
て
、

一
九
五
〇
年

二
月
に
長
江
水
利
委
員

会
を
成
立
さ
せ
た
。
当
時
、
多
く

の
専
門
家

は
、
三
峡
ダ
ム
を

つ
く

り
、
最
初
に
洪
水
防
止
に
用

い
る
と
建
議
し

た
。

一
九
五
三
年
、
毛

沢
東
主
席
は
長
江
を
視
察
し
た
時
、
長
江
問
題

の
報
告
に
耳
を
傾
け

た
後
に
、
「
こ
ん
な
に
大
き
な
力
を
費

や
し

て
支
流

の
ダ
ム
を
作
る

の
は
、

い
ま
だ
洪
水
を
制
御
す
る
目
的
に
至

っ
て
い
な

い
か
ら
で
あ

り
、
ど
う
し
て
三
峡
に
集
中
せ
ず

に
そ
れ
を

阻
止
し
よ
う
と

い
う
の

か
」
と
語

っ
た
。

一
九
五
四
年
、
長
江
で
大
き
な
洪
水
が
発
生
し
、

三
峡
ダ
ム
の
建
設
の
重
要
性
を
さ
ら
に
認
識

さ
せ
た
。

一
九
五
六
年

以
後
、
長
江
流
域
の
計
画
と
三
峡
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
設
計
が
全
面
的

に
始
め
ら
れ
た
。
周
恩
来
総
理
は
、

一
九
五
七
年
全
国
電
力
展
覧
会

に
お
け
る
題
辞
を

「
中
国
五
億
四
千
万
田
の
水
力
資
源
を
利
用
し
、

三
峡
水
利
事
業
を
建
設
す
る
遠
大
な
目
標
の
た
め
に
奮
闘
し
よ
う
」

と
し
た
。
併
せ
て

一
九
五
八
年
三
月
、
中
国
政
府
の
他

の
人
と
三
峡

ダ
ム
建
設
地
の
中
量
島
を
視
察
し
た
。
二
十
余
年
に
わ
た
る
数
百
名

の
国
内
外

の
専
門
家

の
幾
度

に
も
わ
た
る
現
地
調
査
と
論
証
を
経

て
、
あ
る
関
係
の
専
門
学
者
は

「三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
必
ず
や
実
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行
し
、ま
た
実
行
し
う
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を

一
致
し
て
肯
定
し
た
」

ム
フ
こ

と
し
た
。

こ
の
年

の
暮
、
周
恩
来
は
北
戴
河
に
お
い
て
長
江
三
峡
会

議
を
召
集
し
、
会
議
で
は

コ

九
六

一
年

に
着
工
す
る
た
め
に
し

っ

か
り
と
準
備
し
よ
う
」
と
指
摘
し
た
が
、

一
九
六
〇
年
は
折
り
悪
く

国
内
外

の
諸
問
題
を
か
か
え

て
、
実
現
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
毛
沢

東
主
席
は

一
九
七
〇
年
十
二
月
二
十
六
日
の
自
ら
の
誕
生
日
の
時

に

「わ
た
し
は

こ
の
ダ

ム
の
建
設
に
賛
成
す
る
」
と
指
示
を
与
え
た
。

そ
こ
で
四
日
後
の

一
九
七
〇
年
十
二
月
三
十
日
葛
洲
煽
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の
着
工
が
宣
言
さ
れ
、併
せ
て
そ
れ
は
計
画
ど
お
り
に
完
成
さ
れ
、

中
国

の
農

工
業
生
産

に
重
要
な
役
割
を
発
揮
し
た
。
二
六
年
前

に
中

国
が
行
な

っ
た
当
時

の
中
国
最
大

の
水
利
基
本
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ

る
葛
洲
煽
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
実
質
的
に
は
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の

試
験
的
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
り
、
三
峡
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
た
め
に

各
方
面

の
デ
ー
タ
と
巨
大
ダ
ム
建
設
の
経
験
を
蓄
積
し
た
。
長
江
水

利
委
員
会

の
あ
る
関
係
者
の
紹
介
に
よ
る
と
、
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
関
す
る
研
究
論
証
は
既
に
七
十
年
余
り
と
な
り
、
そ
の
保
存
資
料

は
数
万
冊
、
九
千
件
余

の
文
書
と
な

っ
て
い
る
。

一
四
の
三
峡
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
専
門
家
論
証
グ
ル
ー
プ
は
こ
れ
ら
の
資
料
を
用
い
、
繰
り

返
し
て
研
究

・
論
証
を
行
な

っ
た
後
、
政
府
に

一
つ
一
つ
科
学
的
な

根
拠
を
提
供
し
た
。

一
九
七
九
年
十

一
月
、
水
利
部
に
よ
り
国
務
院

へ
正
式

に

『関
於
三
峡
水
利
椹
紐
的
建
議
』

(三
峡
水
利
基
本
工
事

に
関
す
る
建
議
)
が
提
出
さ
れ
、
中
央
政
府
が
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
建
設
に
対
し
で
き
る
だ
け
早
く
方
策
を
出
す
よ
う
に
建
議
し
た
。

一
九
八
〇
年
八
月
、
国
務
院
常
務
委
員
会
は
、
国
家
科
学
技
術
委
員

会
と
国
家
基
本
建
設
委
員
会
に
よ

っ
て
、
組
織
を
継
続
し
て
専
門
家

に
よ
る
論
証
を
行
な
う
こ
と
を
決
定
し
た
。

一
九
八
六
年
六
月
、
国

務
院
は
水
利
電
力
部
が
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
対
す
る
新
た
な
論
証

を
行
な

い
、
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
新
た
な

フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー

報
告
の
提
出
を
指
示
し
、

こ
の
た
め
二

=

名

の
専
門
家
を
特
別
に

招
請
し
、
地
質

・
地
震
、
基
本
建
築
物
、
水
文
、
洪
水
防
止
、
堆
砂
、

船
運
、
住
民
移
住
、
生
態
と
環
境
、
施
工
等

の

一
四
の
専
門
家
グ
ル

ー
プ
を
成
立
さ
せ
、
各
分
野
の
専
門
家
や
学
者

を
全
部
で
四

一
二
名

招
請
し
、
以
前
の
研
究
成
果
を
す

べ
て
突
き
合

わ
せ
、
併
せ
て
三
峡

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
建
設

で
重
大

で
各
方
面
が
懸

念
す
る
問
題
に
対
し

て
、
関
係
す
る
実
施
測
量

・
設
計
部
門
や
科
学

研
究
お
よ
び
大
学
機

関
の
協
力

の
下
に
、
多
く

の
補
足
的
作
業
が
行

な
わ
れ
、
最
終
的
に

一
四
の
テ
ー

マ
の
論
証
報
告
が

つ
く
ら
れ
、
そ

の
う
ち

の
九

つ
の
テ

ー

マ
報
告
は
全
体

の
専
門
家
が

一
致
し
て
採
択

し
た
も

の
で
あ
り
、

五
つ
の
テ
ー
マ
は
九
名

の
専
門
家

(全
部
で
延

べ
十
人
)
が
異
な

っ

た
意
見
を
持
ち
、
署
名
し
な
か

っ
た
。
三
年
に
わ
た
る
三
峡
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
新
た
な
論
証
の
成
果

に
基
づ

い
て
、

一
九
八
九
年
五
月
、

新
た
に

『長
江
三
峡
水
利
櫃
紐
可
行
性
研
究
報
告
』

(長
江
三
峡
水

利
基
本
工
事

・
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
研
究
報
告
)
が
制
定
さ
れ
た
。

そ
の
主
要
な
結
論
は
、
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
わ
が
国
の
四
つ
の
近

代
化
建
設
に
と

っ
て
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
技
術

的
に
も
可
能
な
も

の
で
あ
り
、経
済
的
に
も
合

理
的
な
も

の
で
あ
り
、
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三
峡
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
建
設
し
な

い
よ
り
建
設
し
た
方
が
よ
く
、
遅

く
建
設
す

る
よ
り
早
く
建
設
し
た
方

が
よ

い
と
し
て
、
方
策
を
早

く
た
て
る
こ
と
を
建
議
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
真
剣
な

論
証
を
通

し
た
後
に
、

一
九
九
二
年
四
月
三
日
、
中
国
の
最
高
権
力

機
関
で
あ

る
全
国
人
民
代
表
大
会

の
第
七
期
五
回
大
会

の
会
議
で
採

択
さ
れ
た
。
以
上
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
中
国
人
は
数
十
年
に
わ
た

り
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
た
下
準
備
を
経

て
、
よ
う

や
く
三
峡

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
建
設
を
全
力

で
行
な
う
決
心
を
固
め
た

の
で
あ

る
。

三
峡
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト

の

メ
リ

ッ
ト

・
デ

メ
リ

ッ
ト

長
江

の
全
流
域
面
積
は

一
八
〇
万
面
を
な
し
、
毎
年
長
江
を
通
り

海
に
流
入
す
る
水
量
は
平
均

一
〇
、
○
○
○
億
㎡
で
あ
り
、
中
国
第

二
の
河
川

で
あ
る
黄
河
の
二
〇
倍
に
相
当
す
る
。
関
係
す
る
あ
る
資

料

に
よ
る
と
、
そ
の
う
ち
開
発
可
能

で
あ
る
水
資
源
は

一
・
九
七

億
"
、
毎

年
の
平
均
発
電
量
は

一
万
億
嗣
/
h
、
発
電
量
は
石
炭
の

年
間
生
産

の
五

・
六
億
ト
ン
に
相
当
す
る
。
長
江
は
人
々
に
こ
の
よ

う
な
豊
富

な
水
資
源
を
も
た
ら
す
と
同
時

に
、
毎
年
程
度
の
差
は
あ

る
も

の
の
、
流
域

の
人
々
に
水
害
を
も
た
ら
す
。
上
述
の
地
理
的
自

然
的
条
件

と
中
国
の
現
状
に
よ
り
、
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
主
要
な

目
的
は
以
下
の
四
つ
の
面
が
あ
ろ
う
。

1

洪
水
防
止
能
力

三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
建
設
は
洪
水
防
止
を
そ
の
第

一
の
目
的
と

し
て
い
る
。
下
流
の
荊
江
河
段
地
区

の
人
々
が
長
期

に
わ
た
り
洪
水

の
難
を
被
り
、

一
度
洪
水
に
遇
う
と
戦
戦
競
競
た
る
思
い
で
、
薄
氷

を
踏
む
が
ご
と
き
の
境
地
で
あ

っ
た
の
を
変
え
る
こ
と
に
あ
る
。
あ

る
者
は
、
三
峡
ダ
ム
建
設
の
資
金
を
使

っ
て
、
宜
昌
の
上
流
に
い
く

つ
か
の
小
規
模
ダ
ム
を
建
設
し
て
洪
水
防
止

の
働
き
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
と
提
起
し
た
。
周
知

の
よ
う
に
、
長
江

中
下
流
が
も
た
ら
す
水

害

の
脅
威
が
深
刻
で
あ
る
主
要
な
原
因
は
、

上
流
が
豪
雨
で
大
水
と

な
る
と
、
中
下
流
の
河
道

の
安
全
な
排
水
能
力
を
超
え
て
し
ま
う
か

ら
で
あ
る
。
も
し
三
峡
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
建

設
せ
ず
に
上
流
の
本
支

流
に
ダ
ム
を
建
設
す
る
と
、
中
下
流
に
対
す
る
わ
ず
か
な
洪
水
防
止

の
働
き
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
ダ
ム
下
流
の
宜
昌
に
到
る
ま
で

の
約
三
十
万
歴
の
豪
雨
地
区
に
対
し
て
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
術
が

な

い
。
長
江
中
下
流

の
平
原

一
帯

の
地
面
は
ど
こ
も
洪
水

の
水
位
よ

り
六
～

一
七

m
低
く
、
全
長
三
万
三
千
㎞
余

の
堤
防
の
保
護
に
依
拠

し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

一
度
大
洪
水
が
起

こ
っ
た
時
、
下
流
の
荊

州
地
区

の
重
大
な
危
険
性
は
依
然
と
し
て
存

在
す
る
。
専
門
家
た
ち

は
詳
細
な
論
証
を
重
ね
、
長
江
上
流
は
そ
の
他
の
ダ
ム
を
も

っ
て
代

替
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
し
た
。
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
地
理
的

な
位
置
は
優
れ
て
お
り
、
ダ
ム

(堤
体
)

の
高
さ

一
八
五
m
、
通
常

水
位

一
七
五

m
、
長
さ
二
三
一二
五

m
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
重
力
ダ
ム
を
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建
設
し
、
そ
の
総
貯
水
容
量

(通
常
水
位
以
下
)
は
三
九
三
億
、m
、

洪
水
防
止

容
量
二
二

一
・
五
億
、m
で
あ
る
。
そ
れ
は
長
江
の
洪
水
防

止
の
最
も

厳
し

い
情
勢
に
あ
る
荊
江
河
段
に
面
し
て
お
り
、
直
接
的

に
荊
江
河
段
の
洪
水
水
量
の
九
五
%
以
上
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き

、
ま
た
武
漢
か
ら
上
流

の
洪
水
水
量
の
三
分
の
二
前
後
を

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
特
に
上
流
の
各
支
流
ダ
ム
か
ら

ダ
ム
建
設

地
に
至
る
三
十
万
扁

の
豪
雨
地
区
で
発
生
す
る
洪
水
を

コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
今
の
標
準
的
な
洪
水

バ
ヨ

　

周
期
を
十
年

に

一
度
か
ら
百
年
に

一
度
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
下

流
千
五
百

万
人
の
生
命

・
財
産
と
二
千
三
百
万
余
ム
ー
の
耕
地
お
よ

び
多
く
の
都
市

の
安
全
を
効
果
的

に
保
全
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

2

清
浄
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
十
分
に
利
用
す
る
水
力
発
電
の
発
展

周
知
の
よ
う

に
、
中
国
の

一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
に
お
い
て
石
炭

の
占
め
る
比
重
は
極
め
て
大
き
く
、
七
十
%
余
り
を
占
め
、
世
界

の

石
炭
消
費

の
四
分
の

一
と
な

っ
て
い
る
。
石
炭

の
大
量

の
燃
焼
に
よ

っ
て
硫
黄

酸
化
物
、
窒
素
酸
化
物
が
生
み
出
さ
れ
、
"空
中
魔
鬼
"

(空
中

の
魔
物
)
と
呼
ば
れ
る
酸
性
雨

の
主
要
な
原
因
と
な

っ
て
い

る
。
長
江
中
上
流
は
ま
た
中
国
の
重
点
的
な
酸
性
雨
地
域

で
あ
り
、

こ
の
地
区

に
お
け
る
雨
水
は

"十
雨
九
酸
"

(酸
性
雨
が
多
く
、
雨

の
酸
性
化
が
大
き

い
)
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
毎
年
中
国
に
お
け
る
酸

性
雨
に
よ

る
損
失

だ
け

で
も
百
四
十
億
元
前
後

に
達
し
て

い
る
た

め
、
中
国

で
は
清
浄

エ
ネ
ル
ギ
i
源
の
開
発
に
力
を
い
れ
、
長
江
の

水
力
資
源
発
電

の
十
分
な
利
用
を
行
な
わ
ざ

る
を
得
な

い
。
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
竣
工
後
、
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
発
電
施
設
能
力
は

1
八
1
10
万
田
で
あ
り
、
現
在
世
界
最
大

の
水
力
発
電
所
で
あ
る
ブ

ラ
ジ
ル
ア
マ
ゾ
ン
川
の
イ
タ
イ
プ
水
力
発
電

所

[
一
二
六
〇
万
田
]

よ
り
も
さ
ら
に
四
〇
%
大
き
く
な
る
。
こ
れ
は
現
在

の
中
国
で
最
大

の
水
力
発
電
所
葛
洲
煽
発
電
所

(二
七

一
・
五
万
露
)
の
六

・
五
倍

で
あ
り
、
年
間
発
電
量
は
八
四
七
億

田
/
h

で
あ
り
、
十
ヵ
所

の
大

亜
湾
原
子
力
発
電
所
あ
る
い
は
七

ヵ
所
の
二
四
〇
万
田
の
火
力
発
電

所
に
相
当
す
る
。
生
み
出
さ
れ
る
経
済
的
な
効
果
と
利
益
は
年
間
生

産
高
が
五
千
万
ト
ン
の
大
規
模
炭
坑
と
長
さ
八
〇
〇
～

一
〇
〇
〇
㎞

の
鉄
道
二
本
分
に
相
当
す
る
。
ま
た
主
に
華

中
の
電
力
網

(湖
北
、

湖
南
、
河
南
、
江
西
)
と
華
東

の
電
力
網

(上
海
、
断
江
、
江
蘇
、

安
徽
)
と
四
川
省
東
部
地
区

に
電
力
を
供
給

す
る
。
華
中
と
華
東
は

経
済
の
わ
り
と
発
達
し
た
地
区
で
あ
る
が
、
ま
た
石
炭
資
源
が
少
な

い
地
区
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
中
国
の
三

・
二
%
、
三

・
六
%
を
占
め

る
に
す
ぎ
ず
、
そ

の
う
え
、

こ
の
両
地
区
の
石
炭
輸
送
も
困
難
と
な

っ
て
い
る
。
三
峡
水
力
発
電
所
を
建
設
す
る

こ
と
で
、
華
中
、
華
東
、

四
川
省
東
部
地
区
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
の
状
況
を
緩
和
し
、
石
炭
供

給
と
運
輸

の
圧
力
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
十
分
に
水
力
資

源
を
利
用
す
る
の
と
同
時
に
、
大
気

へ
の
排
出
が
、
二
酸
化
炭
素
で

約

一
億
ト
ン
、
二
酸
化
硫
黄
で

一
二
〇
～
二
〇
〇
万
ト
ン
、

一
酸
化

炭
素

で

一
万
ト
ン
、
窒
素
酸
化
物

で
三
七
万
ト

ン
少
な
く
な
り
、
な

ら
び
に
大
量

の
粉
塵
、
工
業
排
水
、
廃
棄
物
を
少
な
く
し
、
環
境
の
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汚
染
や
酸
性
雨
等

の
危
害
を
軽
減
す
る
大
き
な
働
き
が
あ
り
、
地
球

の
環
境

保
護
の
た
め
に
も
貢
献
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

こ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
相
当
な
経
済
的
効
果
と
利
益
が
あ
る
と
と
も

に
、
環
境

へ
の
大
き
な
社
会
的
な
効
果
と
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

M

水
上
輸
送
の
改
善

重
慶

か
ら
宜
昌

に
至
る
航
路
の
長
さ
は
六
六
〇
㎞
で
あ
り
、
落
差

は

一
二
〇

m
、
長
江

の
流

れ
は
急

で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
奉
節

か

ら
宜
昌

に
至
る
二
〇
九
㎞
の
高
山
峡
谷

の
中
に
お
い
て
は
、
地
勢
が

険
し
く
、
急
流

や
浅
瀬
が
多

い
。
古
く
か
ら

"
蜀
道
之
難
,
難
於

上
青
天
"

(四
川

へ
の
道
程
は
果
て
し
な
く
険

し
く
、
容
易
で
は
な

い
)
と
言
わ
れ
、

こ
の

一
帯

の
水
上
交
通
の
条
件
が
劣
悪
な

こ
と
が

想
像
で
き
よ
う
。
特

に
渇
水
期

に
な
る
と
航
路
が
二
五
〇
m
に
も
満

た
な
く

な
り
、
最
も
狭

い
所

で
は
わ
ず
か
に

一
一
〇

m
前
後
と
な

る
。
船
舶
航
行

の
妨
げ
と
な
る
流
れ

の
急
な
浅
瀬
は

=
二
九

ヵ
所
、

片
道
航
路

に
制
限
す
る
所
が
四
六
ヵ
所
あ
る
。
現
在

の
長
江

の
年
間

運
輸
量

は
や

っ
と

一
千
万
ト
ン
で
あ
り
、
大
河
川
の
運
輸
能
力
と
し

て
は
た

い
へ
ん
低

い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
長
江
上
流
お
よ

び
内
陸
地
区
の
経
済
発
展
に
重
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
三
峡
ダ

ム
の
建

設
後

に
は
、
調
節
作
用
が
働
き
、
最
大
の
渇
水
期
に
お
い
て

も
、
航
路

の
渇
水

の
流
量
が
二
千
,m
/
秒
、
重
慶
か
ら
宜
昌
に
至
る

六
五
〇
㎞
の
水
上
輸
送
条
件
は
す

っ
き
り
と
改
善
で
き
よ
う
。
水
没

す
る
急
流
の
箇
所
は

=

一
ヵ
所
、
浅
瀬

は
二

一
ヵ
所
と
な
り
、

大
小
の
客
船
の
昼
夜

の
運
航
が
可
能
と
な
り

(現
在
、
三
峡
の
地
は

様
々
な
二
七
ヵ
所

の
浅
瀬
の
水
勢
に
よ
っ
て
夜
間
運
航
は
で
き
ず
、

ま
た
片
道
運
航

の
み
で
き
う
る
)
、
大
型
船
団
も
上
海
か
ら
重
慶
ま

で
直
接
運
航
が
可
能
と
な
り
、年
間
運
輸
量

は
五
千
万
ト
ン
に
な
り
、

運
輸

コ
ス
ト
も
三
五
%
～
三
七
%
低
下
し
、
内
陸
地
区
を
開
発
し
て

東
西
の
格
差
を
縮
小
す
る
こ
と
に
重
大
な

役
割
を
担
う

こ
と

に
な

る
。4

「南
水
北
調
」

(長
江
の
水
を
華
北
の
河

へ
引
く
)

作
り
出
す
た
め
の
条
件

を

中
国
北
方
の
黄
河
、
准
河
、
海
河
流
域

に
お
け
る
流
水
量
は
全
国

の
六

・
五
%
を
占
め
る
に
す
ぎ
な

い
が
、
耕

地
は
全
国
の
四
〇
%
近

く
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
長
江
流
域

の
水

資
源
は
わ
り
と
豊
富
で

あ
り
、
年
平
均
の
流
水
量
は
黄
河
、
准
河
、
海
河
流
域

の
五

・
五
倍

で
あ
る
。
中
国
に
お
い
て
は
、
南
が
冠
水
、
北
が
旱
越
と
い
う
現
象

が
よ
く
起

こ
り
、
も
し
も

「南
水
北
調
」
が

で
き
れ
ば
、
中
国
北
方

の
農
工
業
用
水
お
よ
び
都
市
の
用
水
が
確
保

さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
巨
大
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
建
設
す
る
こ
と
は
、

い
く

つ
か
の
マ
イ
ナ
ス
面
の
影
響
も
生
み
出

さ
れ
る
。
例
え
ば
、
多

く
の
陸
地
が
水
没
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
特

に
建
物
が

林
立
す
る
か
な
り
大
規
模
な
都
市
を
み
る
た
び
に
、
近

い
将
来
、
水

面
下
の
都
市

に
変
わ

っ
て
し
ま
う

の
を
考
え

る
と
、
後
ろ
髪
を
引
か
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れ
る
思

い
と
な
る
。
何
世
代
も

の
間
、
そ
の
地
で
生
ま
れ
育

っ
た
人

々

で
あ
る
な

ら
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
同
時
に
大
量
の
住
民
移
住
、
ダ

ム

・
サ
イ

ト
の

一
部
地
区

の
気
候
、
水
温

・
水
質
、
陸
上
の
動
植
物

資
源
、
環
境

・
地
質
、
自
然
と
文
物
遺
跡
に
対
す
る
影
響
等
が
あ
げ

ら
れ
よ
う
。

い
く

つ
か

の
影
響
に
対
し
て
は
細
心

の
監
視
測
定
を
通

し
て
、
対
策
を
補

っ
て
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

い
く

つ
か
は

解
決
す
る
方
法
が
な

い
。
こ
の
よ
う
で
あ
る
も

の
の
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
の
建
設
者
た
ち
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
講
じ
て
、
そ
れ
ら
の
影
響

や
損
失
や
減
少
を
最
低
限

の
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
上
述
し

た
こ
れ
ら

の
状
況
か
ら
み
る
と
、
三
峡
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
建
設
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
、
デ
メ
リ

ッ
ト
よ
り
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
中
国

全
体
か
ら

み
る
と
、
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
建
設
は
、
洪
水
を
防
止

し
、
十
分
な
水
資
源
利
用
に
よ
る
発
電
は
大
気
汚
染
を
減
少
さ
せ
、

水
上
運
輸
を
向
上
さ
せ
、
こ
れ
は
中
国

の
人
々
に
と

っ
て
、
有
利
な

事
業
を
興
し
、
弊
害
を
取
り
除
く
こ
と
で
あ
り
、
国
家
や
国
民
に
と

っ
て
有
益
な
こ
と
で
あ
り
、
建
設
に
値
す
る
こ
と
で
あ
る
。

四

技
術
と
資
金

1

技
術
問
題

周
知
の
よ
う
に
、
古
今
、
中
国
国
内
外
の
い
か
な
る
場
所
に
お
い

て
ダ
ム
を

建
設
す
る
時
に
お

い
て
も
相
当
な
技
術
は
必
要

で
あ
り
、

ま
し
て
や
ダ
ム

(堤
頂
)
の
高
さ

一
八
五

m
、
長
さ
二
三
三
五
m
、

通
常
水
位

一
七
五
m
、
総
貯
水
容
量
三
九
三
億
㎡
の
巨
大
ダ
ム
お
よ

び
ダ
ム

・
サ
イ
ト
を
建
設
す
る
の
で
あ
れ
ば

、
中
国
の
現
在

の
技
術

レ
ベ
ル
が
到
達
で
き
う
る
か
否
か
が
、
人
々
に
と

っ
て
か
な
り
の
関

心
を
寄
せ
る
問
題
と
な
る
。
長
江
に
か
つ
て
前
例
の
な

い
三
峡
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
必
ず
や
様

々
な
技
術
問
題
に
遭
遇

す
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
専
門
家

の
意
見
で
は
、
基
礎
施
設
と
ダ
ム
堤

体

の
工
事
に
対
し
て
、
中
国
が
自
ら
す
る
こ
と
に
は
何
ら
問
題
は
な

い
も
の
の
、
垂
直
船
舶
リ
フ
ト
の
製
造

(積
載
能
力

=

、
五
〇
〇

万
ト
ン
、
昇
降
高
度

一
=
二
m
の
世
界
最
大

の
リ
フ
ト
)
と
五
段
階

船
間

(船
舶

ロ
ッ
ク
)、
超
大
型
の
発
電
機

の
規
模
は
世
界
最
大

で

あ
り
、
そ
の
技
術
的
な
難
度
を
推
測
で
き
よ
う
。
ま
た
あ
る
も

の
は

国
外

の
先
進
的
な
技
術

の
導
入
を
必
要
と
し

て
い
る
が
、
中
国
の
専

門
家
た
ち
は
早
く
か
ら
全
力
で
こ
の
途
方
も

な
く
大
き
な
も

の
を
研

究
開
発
し
て
い
る
。
中
国
の
改
革
開
放
の
絶

え
間
な
い
進
行
に
と
も

な

い
、
対
外
的
な
技
術
交
流
も
絶
え
間
な
く
拡
大
し
て
、
国
際
的

に

公
開
入
札
の
形
式
を
通
し
、
外
国
の
先
進
的

な
技
術
を
導
入
し
て
い

く

つ
か
の
世
界
的

レ
ベ
ル
の
難
題
を
解
決
す

る
こ
と
が
可
能
と
な

っ

た
。
最
近

で
は
、
世
界
で
著
名
な
製
造
メ
ー
カ
ー
が
相
互
に
、
第

一

期
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の

一
四
基

の
水
力
タ
ー
ビ

ン
発
電
機
プ
ラ
ン
ト
の

入
札
に
対
し
て
先
を
争

っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン

ス
、
ス
イ
ス
、
ノ
ル
ウ

エ
ー
、
ド
イ
ツ
、
カ
ナ
ダ
な
ど
の
世
界
的
に
著
名
な
大
企
業
以
外
に

も
日
本
の
八

つ
の
主
要
メ
ー
カ
ー
や
商
社

(
日
立
、
東
芝
、
三
菱
電
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機
、
三
菱
重
工
、
伊
藤
忠
商
事
、
三
井
物
産
、
三
菱
商
事
な
ど
)
も

こ
の
競
争

の
列
に
加
わ

っ
て
い
る
。
我
々
が
見
学
し
た
時
に
、
専
門

家
た
ち

は
、
「
こ
の
よ
う
な
巨
大
ダ
ム
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
中
国

の
水
力

発
電
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
と

っ
て
、
問
題
で
は
な

い
」
と
語

っ

た
。
三
峡

ダ
ム
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
重
力
式
ダ
ム
を
採
用
し
、
こ
の
種

の
巨
大

ダ
ム
の
設
計
は
水
利
建
設
の
中
で
は
よ
く
見
か
け
る
も
の
で

あ
る
。
現
在
、
世
界
で
す
で
に
建
設
さ
れ
た
最
大

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ダ
ム

(重
力
ダ
ム
)
は
、

ス
イ
ス
の
グ
ラ
ン

・
デ
ィ
ク
サ
ン
ス

・
ダ

ム
で
あ
り
、
そ
の
高
さ
は
二
八
五
m
で
あ
り
、
現
在
建
設
中
の
中
国

四
川
の
二
灘
水
力
発
電
所

の
ダ
ム
堤
体
は
高
さ
が
二
四
〇
m
で
、
と

も
に
三
峡
ダ
ム
に
比
べ
て
高

い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
内
外

を
問
わ
ず
こ
の
よ
う
な
高
さ
の
巨
大
ダ
ム
建
設

の
経
験
が
あ
る
と

い

え
る
。
そ
の
う
え
、
三
峡
ダ
ム
の
ダ
ム

・
サ
イ
ト
は
堅
固
で
、
整

っ

た
、
強
度
の
高

い
花
山岡
岩

の
岩
盤

の
上
に
あ
る
。
そ
の
岩
盤
は
た

い

へ
ん
堅
固
で
整

い
、
水
圧
荷
重
に
対
す
る
耐
圧
強
度
は

一
㎡
あ
た
り

千
㎏
以
上
で
あ
り
、
外
国
の
専
門
家
に
よ

っ
て

「神
か
ら
授
か

っ
た

賜
物
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
中
国
の
技
術
専
門
家
た
ち
を
見
る
と
、

自
信
に
溢
れ
て
工
事
現
場
は
天
に
も
届
き
そ
う
な
熱
気
に
満
ち
、
工

事
現
場

は
整
然
と
秩
序
立

っ
て
お
り
、
三
峡
ダ
ム
を
建
設
す
る
こ
と

は
確
か

に
時
宜

に
か
な
い
、
地
の
利
を
得
た
客
観
的
な
条
件
を
備
え

て
お
り
、
加
え
て
広
範
な
建
設
関
係
者
の
聡
明
な
才
知
が
十
分
に
発

揮
さ
れ

る
な
ら
、
必
ず
や
様

々
な
技
術
的
な
困
難
を
克
服
し
て
三
峡

ダ
ム
を
建
設
す
る
で
あ
ろ
う
。

2

資
金
調
達

三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
建
設

へ
の
投
資
は
莫
大
で
あ
り
、

一
九
九
三

年
五
月
末

の
中
国
の
物
価
水
準
を
も

っ
て
推
計
す
る
と
、
三
峡
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
の
静
態
投
資
は
九
〇
〇

・
九
億
元

を
な
し

(お
お
よ
そ

一

〇
八
億
米
ド
ル
)
、
そ
の
中
で
基
幹
工
事

の
投
資
は
五
〇
〇

・
九
億

元
、
ダ
ム

・
サ
イ
ト
に
お
け
る
住
民
移
転
費

用
が
四
〇
〇
億
元
で
あ

る
。
ま
た
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
工
期
は

一
七
年
の
た
め
に
、
そ
の

期
間
に
物
価
が
上
昇
す
る
と
投
資
は
増
大
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

他
に
、
銀
行
か
ら
の
借
款
に
は
利
息
分
の
費

用

(貸
付
利
率
)
が
発

生
し
、
こ
れ
ら
の
動
態
理
論
的
な
要
因
を
考
慮
す
る
と
、
二
〇
〇
九

年
に
三
峡
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
竣
工
す
る
時
、
累
計
的
な
投
資
総
額
は

約
二
千
億
元
余
り
と
見
積
も
ら
れ
る
。
こ
の
数
字
は
、

一
般
の
人
か

ら

い
う
と
確
か
に
天
文
学
的
な
数
字
で
あ
る
が
、
し
か
し
経
済
が
連

続
し
て
数
年
間
高

い
レ
ベ
ル
で
発
展
し
て
い
る
中
国
に
と

っ
て
は
、

決
し
て
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
。
特

に
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の

建
設
周
期
が
長
く
な
る
と
各
年
度
の
投
資
は
全
国
的
な
比
重
か
ら
み

る
と
小
さ
く
な
り
、

一
九
九
五
年
の
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
投
資
は

六
五
億
元
で
あ
り
、

一
九
九
五
年

の
中
国
の
国
民
総
生
産
は
五
七
、

七
三
三
億
元
で
あ
り
、
そ
の
○

・
=

%
を
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、
ま

た
全
社
会
固
定
資
産
投
資
総
額
は

一
九
、九

四
五
億
元
に
達
し
、
そ

の
○

・
三
三
%
を
占
め
る
に
す
ぎ
な

い
。

中
国
政
府
は
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
建
設
を
順
調

に
進
め
る
た
め
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に
、
三
峡

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
資
金
調
達
に
関
す
る
政
策
を
制
定
し
た
。

例
え
ば
、

ω

一
九
九

三
年

か
ら
、
全
国

の
各
地
域
ご
と
に
異
な

っ

た
基
準
で
、
電
力
の
消
費
者

に
対
す
る
適
当
な
電
気
料
金
引
き
上
げ

を
通
し
、

一
"
、/
h
あ
た
り
○

・
〇
四
元
を
加
算
し
て
三
峡

の
建
設

資
金
と
し
、
こ
れ
に
よ
り

一
九
九
四
年

に
は
二
六
億
元
を
調
達
し
、

一
九
九

五
年

に
は
三
五
億
元
を
調
達

し
た
。
②

中
国

で
現
在
最
大

の
水
力
発
電
基
地
で
あ
る
長
江
の
葛
洲
煽
水
力
発
電
所
の
財
産
権
を

三
峡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
主
体
で
あ
る

"中
国
長
江
三
峡
工
程
開

発
総
公
司

"
に
編
入
し
、
そ
の
発
電
収
益
を
三
峡

の
建
設
資
金

に
充

て
る
。
㈹

国
は
、
国
家
開
発
銀
行

の
基
金
に
よ

っ
て
、

一
九
九

四

年
か
ら
二
〇
〇
二
年
ま
で
、
毎
年
三
峡
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
対
し
て
三

〇
億
元
の
貸
付
を
行
な

い
、
十
年
間

の
累
計
で
三
〇
〇
億
元
と
な
る
。

こ
の
部
分

の
資
金
は
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
投
資
総
額
の

一
五
%
を

占
め
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
三

つ
の
資
金
源
は
非
常

に
安
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
投
資

総
額

の
六
五
%
を
占
め
る
。
こ
の
他
、
三
峡
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
建
設

が
順
調
で
あ
る
な
ら
ば
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
、
三
峡
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
発
電
系
統
が
相
次

い
で
操
業
を
始
め
、
資
金

の
採
算

の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
る
二
〇
〇
七
年

の
前
に
、
お
お
よ
そ
投
資
総
額

の

一
五
%
の

資
金
供
与

が
可
能
と
な
る
。
残
り
は
投
資
総
額

の
二
〇
%
を
占
め
、

お
お
よ
そ
四
〇
〇
億
元

の
資
金
で
あ
り
、
こ
れ
は
中
国
長
江
三
峡
工

程
開
発
総
公
司
が
地
方

の
資
金
調
達

・
出
資
、
国
内
外

の
証
券
市
場

に
お
け
る
債
券

の
発
行
、
国
内
外
の
貸
付

(借
款
)
を
得
る
方
式
を

通
し
て
資
金
調
達
を
行
な

っ
て
い
く
。
経
済
的
リ
ス
ク
の
分
析
結
果

が
示
す
と
こ
ろ
で
は
、
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
リ
ス
ク
は
、
確
率
的

に

一
・
二
%
で
あ
り
、
そ
の
リ
ス
ク
は
決
し

て
大
き
く
は
な
い
こ
と

が
分
か
る
。
注
意
す

べ
き
点
は
、
中
国
政
府

が
三
峡
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

建
設

の
決
定
を
下
し
た
以
上
、
必
ず
や
全
力

を
以
て
、
資
金
面
に
お

け
る
優
先
的
な
配
慮
を
与
え
て
対
処
す
る
こ
と
で
あ
る
。

五

自
然
景
観

・
文
物

・
生
態
系
の
保
護

長
江
三
峡
は
中
国
の
十
大
名
勝

の

一
つ
で
あ
り
、
そ
の
高
山
や
峡

谷
を
も

っ
て
急
流
や
早
瀬
が
あ
り
、
ま
さ
に

"雄
、
奇
、
険
、
秀
"

で
あ
り

(景
観
は
雄
壮
で
、
奇
観
を
な
し
、
地
勢
が
険
し
く
、
山
水

は
秀
麗
を
な
す
)
、
ま
た
多
く

の
古
代
の
遺
跡

・
文
物
が
世
間
に
知

ら
れ
て
い
る
。
ダ
ム
に
よ
る
貯
水
後
、
水
位

が
高
く
な
り
、
長
江

の

川
幅
が
広
く
な
る
こ
と
で
、
三
峡
の
峡
谷
の
景
観
も
影
響
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
三
峡

一
帯
の
両
岸
の
峰
は

一
般
に
は
八
百
～

千
百

m
前
後

で
あ
り
、
巫
山
は

一
二
峰
、
高

さ
は
約
千

m
、
最
も
有

名
な
神
女
峰

の
高
さ
は
九
〇
〇

m
以
上
で
あ

り
、
三
峡
ダ
ム
建
設
後

の
貯
水
の
高
度

(水
位
)
は

一
七
五
m
を
な

し
、
峡
谷
内

の
天
然
の

水
位
よ
り
も
四
〇
～

=

O
m
高
く
な
る
こ
と
で
、
急
流

の
早
瀬
の

多
く
は
な
く
な
る
が
、高
山
と
峡
谷

の
基
本
的

な
風
貌
は
残
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
四
四
ヵ
所

の
文
物

・
古
跡
は
程
度

の
違

い
は
あ
る

も

の
の
ダ
ム
に
よ
る
水
没
の
影
響
を
受
け
、
そ
の
中
で
も
中
国
国
家

世 界が注 目す る世紀 を跨 ぐプロジェ ク トc83



の
重
点
文
物
と
し
て
の
保
護
を
受
け
る
浩
陵

の
白
鶴
梁

の
石
刻
群
や

省
レ
ベ
ル
の
文
物
が
五
ヵ
所
あ
る
。
地
上
や
地
下
の
遺
跡

・
遺
物
を

保
護
す
る
た
め
に
、
多
く
の
文
物

・
考
古
学

の
専
門
家
や
学
者
か
ら

様

々
な
建
議
が
出
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
講
じ
て
速
や
か
に
あ
ら

ゆ
る
文
物

の
保
護
措
置
を
と
り
、
水
没
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
取

り
返
し
の

つ
か
な

い
損
失
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
こ
と
が
要
求
さ
れ

る
。
国
内
外

の
大
き
な
注
目
を
受
け
る

「世
界

一
の
古
代
水
文
観
測

所
」
と
呼

ば
れ
る
浩
陵

の
白
鶴
梁

の
石
刻
群
は
、
言

い
伝
え
に
よ
る

と
、
中
国
唐
代
の
広
徳
元
年

(紀
元
七
六
三
年
)
か
ら
清
代
に
か
け

て
の
傑
作

で
あ
り
、
ダ
ム
に
よ

っ
て
水
没
す
る
唯

一
の
国
家
レ
ベ
ル

の
重
点
文
物

で
あ
る
。
白
鶴
梁

の
石
刻
群

(東
西
の
長
さ
約
千

m
、

南
北
の
幅

一
五

m
)
は
天
然
の
石
梁
で
あ
り
、
そ
こ
に
魚
の
模
様
を

刻
ん
だ
石
彫
が

一
四
ヵ
所
あ
り
、
唐
代
か
ら
清
代
に
か
け
て
の

一
二

〇
〇
年
間

の
う
ち
、
長
江
の
歴
史

に
お
け
る
七
二
ヵ
年
分
の
渇
水

の

情
況
を
所

か
ま
わ
ず
、
脈
々
と
刻
ん
で
い
る
。
そ
の
古
代
水
文
観
測

所
が
、
千
年

に
わ
た
る
水
の
歴
史
を
経
て
、
今
な
お
、
長
江
川
流
域

文
化

の
研
究

の
た
め
に
貴
重
な
デ
ー
タ
を
提
供

し
て
い
る
の
で
あ

る
。
白
鶴

梁
の
石
刻
群
は
、
過
去
、
通
常

の
年
に
は
水
中
に
埋
も
れ

て
い
る
の

で
、
世
間

の
人
が
目
に
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
渇
水

の
時

に
だ
け
水

面
に
顔
を
出
す
。
そ
の
た
め
に

一
般
の
人
は
数
年
、
場
合

に
よ

っ
て
は
数
十
年
間
に

一
度
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え

"水
底
碑
林
"
と
称
せ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
家

重
点
文
物

に
対
し
て
、
あ
る
関
係
部
局
は
現
在
、
研
究
を
重
ね
、
浩

陵
の
白
鶴
梁
の
石
刻
群
の
保
護
に
対
す
る
二

つ
の
プ
ラ
ン
が
つ
く
ら

れ
た
。

一
つ
に
は
現
在
の
場
所
に
水
中
博
物
館
を
建
設
す
る
措
置
を

取
る
こ
と
で
あ
り
、
二
つ
に
は
石
に
刻
ま
れ

た
魚
と
文
字
の
部
分
を

河
床
全
体
か
ら
切
り
取
り
、
博
物
館
に
陳
列
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具

体
的

に
ど
の
措
置
を
と
る
か
は
、
現
在
な
お
確
定
し
て
い
な
い
。
そ

の
他
、
言

い
伝
え
で
は
、

一
七
〇
〇
年
前
に
建

て
ら
れ
、
"文
絶
世
、

書
絶
世
、
彫
刻
絶
世
"
(文
章
、
書
、
彫
刻
と
も

に
天
下
無
双
で
あ
る
)

と
い
う
誉
れ
の
高

い
雲
陽
の
張
飛
廟
が
あ
る
。

一
八
七
〇
年

の
大
洪

水
に
よ

っ
て
壊
れ
た
て
し
ま

っ
た
が
、
現
在

の
廟
の
建
物
は
洪
水
の

後
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
雲
陽
の
張
飛
廟
は
雲
陽
県
に
よ

っ

て
新
た
に
移
転
し
て
建
設
す
る
。
な
お
張
飛
廟
は
、
言

い
伝
え
に
よ

る
と
四
回
移
築
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
基
本
的
に
水
没
す
る
省
レ

ベ
ル
の
重
点
文
物
で
あ
る
忠
県
の
石
宝
棊
、

秣
帰

の
屈
原
廟
な
ど
は

し

っ
か
り
と
し
た
保
護
措
置
が
と
ら
れ
る
。
豊
都

の

"鬼
城
"
、
奉

節
の

"白
帝
城
"
、
宜
昌

の

"黄
陵
廟
"
な
ど
の
文
物

・
旧
跡
は
水

没
の
影
響
を
受
け
な
い
。
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
た
後

の
三
峡
も
、
人
々

を
惑
わ
せ
る
自
然
の
景
色
や
、
珠
玉
の
輝
き

を
も

っ
た
旧
跡

・
名
勝

の
魅
力
は
不
滅
の
も

の
で
あ
り
、
雄
大
な
壮
観
は
少
し
も
変
わ
ら
な

い
。
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
三
斗
坪

の

一
帯
は
、
新
た
な
観
光
や
避
暑

の
名
所
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

三
峡
ダ
ム
の
建
設
後
、
長
江
中
流
地
区
の
生
態
系
の
環
境

に
対
し

て
は
有
利
で
あ
る
が
、
ダ
ム

・
サ
イ
ト
の
影
響

に
対
し
て
は
相
対
的

に
不
利
で
あ
る
。
ダ
ム

・
サ
イ
ト
周
囲
の
気

温
は
夏
季
に
お
い
て
は
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影
響
を
受
け
、
月
平
均
○

・
九
℃
～

一
・
二
℃
下
が
り
、
冬
季
気
温

は
僅
か
な
が
ら
上
昇
し
、
月
平
均
で
○

・
三
℃
～

一
二
二
℃
高
く
な

り
、
最
低
温
度
は
最
高
で
三
℃
上
昇
す
る
が
、
柑
橘
類
や
オ
オ
ア
ブ

ラ
ギ
リ
な
ど
の
暖
か
さ
を
好
む
商
品
作
物

の
越
冬
に
と

っ
て
は
有
利

で
あ
る
。
人
々
が
関
心
を
寄
せ
る
の
は
、
川
を
遡

っ
て
産
卵
す
る
カ

ラ
チ
ョ
ウ
ザ
メ
が
、
葛
洲
煽
ダ
ム
の
建
設
後
、
回
遊

の
ル
ー
ト
の
妨

げ
と
な
る

こ
と
で
あ
る
が
、
人
工
的
な
養
殖
を
通
し
て
、
稚
魚

の
放

流
に
既
に
成
功
し
て
い
る
。
希
少
な
水
上
動
物
で
あ
る
チ
ョ
ウ

コ
ウ

カ
ワ
イ
ル
カ
は
、
長
江
の
下
流
地
区
に
生
活
し
、
将
来
、
下
流
の
流

量
と
河
道

の
堆
積

の
変
化
に
よ

っ
て
、
チ
ョ
ウ
コ
ウ
カ
ワ
イ
ル
カ
の

生
息
に
何
ら
か
の
影
響
が
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
の
急
務
は

如
何
に
し

て
人
工
的
な
繁
殖
を
実
施
す
る
か
で
あ
る
。
中
国
科
学
院

水
生
物
研
究
所
の
カ
ワ
イ
ル
カ
館

で
は

一
頭
の
オ
ス
の
チ

ョ
ウ
コ
ウ

カ
ワ
イ
ル
カ
し
か
お
ら
ず
、
こ
れ
は
ま
た
現
在
、
世
界
で
た
だ

一
頭

の
人
工
的

飼
育
の
チ
ョ
ウ

コ
ウ
カ
ワ
イ
ル
カ
で
あ
る
。
科
学
者
た
ち

は
現
在
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
、先
進
的
な
捕
獲
方
法
を
研
究
し
、

カ
ワ
イ
ル
カ
の
た
め
に
長
江
に
お
い
て
そ
の
伴
侶
を
探
し
て
い
る
。

ま
た
三
峡

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は

ヨ
ウ
ス
コ
ウ
ワ

ニ
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
な
ど
に
対
し
て
は
大
き
な
影
響
は
な

い
。
生
態
系

の
保
護
に
対

し
て
は
、
関
係
部
局
は
既
に
各
種

の
措
置
を
講
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

六

開
発
型
移
住

周
知

の
よ
う

に
、
大
型
ダ
ム
を
建
設
す
る

こ
と
は
、
い
く
ら
か
の

土
地
を
水
没
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
三
峡
ダ
ム
に
貯
水
す
る

と
、
ダ
ム
の
水
位
が

=

O

m
前
後

で
、
三
峡
ダ
ム

・
サ
イ
ト
の
水

面

の
面
積
は

一
〇
八
四
㎞
で
あ
り
、
水
没
す

る
陸
地
面
積
は
六
三

二
㎞
で
あ
る
。
そ
の
時
に
、
全
部
ま
た
は
部

分
的
に
水
没
す
る
所
は

湖
北
省

・
四
川
省

の
二
つ
の
市

(浩
陵
市
、
万
県
市
)、
一
一
の
県

(長

寿
県
、
豊
都
県
、
忠
県
、
開
県
、
雲
陽
県
、
奉
節
県
、
巫
山
県
、
巴

東
県
、
梯
帰
県
な
ど
)

に
及
び
、

=

四

の
集
鎮

(町
)、

一
七

一

一
の
村
、
六
五
三
〇
の
グ
ル
ー
プ
、

一
五
九
九

の
工
場
が
あ
る
。
移

住
人
口
は
八
四

・
六
二
万
人

(そ
の
中
の
農
業
人
口
は
三
六

・
一
五

万
人
、
非
農
業
人

口
四
八

・
四
七
万
人
、
な

お
最
終
的
な
住
民
の
移

住
は

一
二
〇
万
人

に
達
す
る
と
推
定
さ
れ
る
)

で
あ
り
、
水
没
す
る

耕
地
は
二
五

・
七
四
万
ム
ー
な
ど
と
な

っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
膨

大
な
移
住
工
作
に
対
し
て
、
中
国
政
府
は

一
九
八
五
年
か
ら
毎
年
二

〇
〇
〇
万
元
を
割
当

て
、
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
開
発
型
移
住
工
作

に
対
し
試
験
的
な
運
用

(パ
イ
ロ
ッ
ト
移
住
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
)
を
行

な

っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、
中
華
人
民
共
和
国
国
務
院
は
、
九
三

年

に
第

一
二
六
号
令
を
発
布
し
、

一
九
九
三
年
六
月
二
十
九
日
か
ら

『長
江
三
峡
工
程
建
設
移
民
条
例
』

(長
江
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
建
設

移
住
条
例
)
を
実
施
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
移
住
工
作

に
法
律
的
な
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根
拠
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

『条
例
』

の
中
に
お
い
て
、
「国
家
は
三

峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
建
設

の
中
に
お
い
て
、
開
発
型
移
住
の
方
針
を

実
行
し
、
関
係
す
る
人
民
政
府
は
指
導
者
を
組
織
し
て
移
住

の
配
置

工
作
を
行

い
、
移
住
経
費
を
統

一
的
に
配
分
し
て
用
い
、
資
源
を
合

理
的
に
開
発
し
、
農
業
を
基
礎
と
し
、
農
業

・
工
業

・
商
業
を
結
び

つ
か
せ
、
多
く

の
ル
ー
ト
、
多
く
の
産
業
、
多
く
の
形
式
、
多
く
の

方
法
を
通
し
て
、
住
民
移
住
を
適
切
な
も
の
に
し
、
移
住
す
る
住
民

の
生
活

レ
ベ
ル
を
以
前
の
生
活
に
達
す
る
も
の
か
そ
れ
を
超
え
る
レ

ベ
ル
に
さ
せ
、
併
せ
て
三
峡
ダ
ム

・
サ
イ
ト

一
帯

の
長
期
的
な
経
済

発
展
と
移
住
す
る
住
民
の
生
活
レ
ベ
ル
の
向
上

の
た
め
に
そ
の
条
件

を
創
出
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
住
民

移
住
工
作
は
、
以
前
、
八
万
余

ヵ
所

の
ダ
ム
の
建
設
の
時
に

一
千
万

近
く
の
住
民
を

一
回
限
り

の
住
民
立
退
き
補
償

の
形
で
行
な

っ
て
き

た
の
を
変
え
て
、
水
没
す
る

一
ム
ー
の
耕
地
に
ど
の
く
ら
の
補
償
を

支
払

い
、
水
没
す
る

一
ム
ー
の
荒
地
に
ど
の
く
ら
い
の
補
償
を
支
払

い
、
水

没
す
る
家
屋
に
ど

の
く
ら
い
の
補
償
を
支
払
う
か
の
標
準
を

定
め
、
そ
の
標
準
に
従

っ
て
補
償
を
行

い
、
住
民
を
新
た
な
土
地
に

移
住
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
国
家
は
移
住

の
た
め
に
最
後
ま
で
責

任
を
負

い
、
必
要
な
移
住

の
た
め
の
投
資
を
利
用
し
、
移
住
す
る
住

民
が
当

地
の
豊
富
な
資
源
を
開
発
す
る
こ
と
を
助
け
、
安
定
的
な
生

産
を
創

出
し
、
生
活
に
は
保
証
の
基
盤
が
あ
る
と
い
う
も

の
で
、
開

発
型
移

住
工
作
は

一
つ
の
系
統
的
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
る
。
そ
の

た
に
、
国
家
は
三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
予
算
総
額

の
中
で
四
〇
〇
億

元
の
住
民
移
住
資
金
を
用
い
て

(九
五
年
の
試
算

で
は
、
二
〇
〇
九

年
ま
で
に
七
二
〇
億
元

に
達
す
る
)
、
四
川
省

に
八
五

・
四

一
%
、

湖
北
省
に

一
四

・
四
九
%
を
分
配
し
、
住
民
移
住
の
用
途
と
す
る
。

湖
北
省

・
四
川
省
の
人
民
政
府
と
長
江
水
力
委
員
会
は

『条
例
』

に

基
づ
き
、三
峡
ダ
ム

・
サ
イ
ト
の
県

・
市

の
人
民
政
府
と
協
議
し
て
、

『三
峡
工
程
移
民
安
置
規
劃
大
綱
』

(三
峡
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
住
民
移
住

計
画
大
綱
)
を
制
定
し
た
。
中
央
政
府
は
政
策
上
、

い
く

つ
か
の
優

遇
措
置
を
採
る
。
例
え
ば
、
ダ
ム

・
サ
イ
ト

の
長
江
沿

い
の
都
市
を

長
江
沿
岸
開
発
都
市
と
し
て
の
列

に
並
べ
、
沿
海
の
開
放
都
市
が
行

な

っ
て
い
る
免
税
政
策
を
実
現
す
る
。
ま

た
経
済
的

に
発
達
し
た

省

・
市
と
ダ
ム

・
サ
イ
ト
の
双
方
が

一
緒
と
な

っ
た
支
援
政
策
を
制

定
し
た
。
住
民
移
住

の
具
体
的
な
方
法
は
当

地

(県
)

の
現
地

・
近

郊

・
後
方

(移
転
の
土
地
は
当
該
地
の
近
く
で
、
後
方
に
あ
る
丘
陵

地
を
開
墾
)
の
形
で
処
理
す
る
。

こ
の
度
、
九
七
年
十

一
月
に
実
施
す
る
長

江
本
流
の
堰
き
止
め
の

日
時
が
差
し
迫

っ
て
い
る
こ
と
に

つ
れ
て
、

一
期
工
事

に
関
わ
る

三

・
一
万
人
の
移
住
す
る
住
民
の
う
ち
、
既

に
二
万
人
余
り
は
移
転

が
完
了
し
、
残

っ
た
人
々
は
九
七
年
初
め
、
次

々
と
新
た
な
家
に
移

転
し
て
い
る
。
我
々
は
、
ダ
ム
付
近
の
海
抜

一
九
二
m
の
移
住
地
区

に
建
設
さ
れ
た
梯
帰
新
城

(新
し
い
町
)
を
参
観

・
訪
問
し
た
。
梯

帰
老
城

(旧
来
の
町
)
は

一
歴
に
も
満
た
な
か

っ
た
も

の
が
、
新
城

は
三

・
二
三
歴
に
拡
張
さ
れ
、
こ
こ
は
、
す

で
に
基
本
的
に

"
三
通
"

(道
路

・
水
道

・
電
気
が
通
る
こ
と
)
が
実

現
し
て
い
る
。
主
要
な
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道
路
は
広

い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
路
面
で
あ
り
、
道
路

の
北
側
が
緩
や

か
な
山
の
斜
面
に
面
し
、

一
階
が
店
舗
、
二
、
三
階
が
住
宅

の
レ
ン

ガ
づ
く
り

の
白

い
建
物
が
た
く
さ
ん
建

て
ら
れ
、
装
飾
が
豪
華
な
も

の
と
な

っ
て
い
る
。
道
路
の
南
側
は
工
業
地
区
と
な

っ
て
い
る
。
き

ち
ん
と
整
備
さ
れ
た
住
宅
用
地
は
新
し
く
移
住
す
る
住
民
の
到
来
を

待

っ
て
い
る
。
当
該
県
の
責
任
者
の
紹
介

に
よ
る
と
、
秣
帰
県
は
国

家
の
移
住

資
金
三
億
元
と
政
府

の
そ
の
他

の
投
資
お
よ
び
地
方
政
府

の
集
め
た
資
金
四
億
元
に
よ

っ
て
建
て
ら
れ
た

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
あ

る
。移
住
す
る
住
民
た
ち
は
誰
も
が
早
期
の
移
転
を
希
望
し
て
お
り
、

自
ら
の
生
活
を
早
く
改
善
し
た
い
と
願

っ
て
い
る
。
移
住
す
る
住
民

は
移
転
を

通
し
て
、
土
壁
の
住
宅
か
ら
レ
ン
ガ
づ
く
り
の
住
宅

へ
移

り
、
平
屋

か
ら
二
階
建

て
以
上

の
建
物

へ
移
り
、
自
ら
の
生
活
レ
ベ

ル
を
以
前

よ
り
高
い
も

の
と
し
た
。

三
峡
ダ
ム
地
区
は
、
中
国
の
腹
部

に
位
置
し
、
湖
北
省

・
四
川
省

に
あ
り
、
山
岳
沿
い
の
地
区
に
属
し
て
お
り
、
イ
ン
フ
ラ
の
建
設
が

か
な
り
遅

れ
、
経
済
的
な
発
展
が
緩
慢

で
あ
り
、
中
国

の

一
四
ヵ
所

の
貧
困
地
区

の

一
つ
で
あ

っ
た
。
そ
の

一
人
あ
た
り
の
G
N
P
と
農

民
平
均
収
入
は
中
国
の
平
均
的
レ
ベ
ル
の
わ
ず
か
五
〇
%
に
達
す
る

程
度

で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
注
意
す
べ
き

こ
と
は
、
中
国
の
東
部

の
農

村

の
多
く
が

一
人
あ
た
り
の
収
入
が
二
〇
〇
〇
元
を
超
え
て
い
る
の

に
対
し
、
中
西
部

の
貧
困
地
区

に
お

い
て
は
わ
ず
か
に
五
〇
〇
元
以

下
で
し
か
な

い
。
開
発
型
移
住
工
作
と
支
援
工
作
が
と
も
に
展
開
さ

れ
る
こ
と

で
、
経
済
的
に
遅
れ
た
地
方
政
府

に
資
金

・
技
術

・
情

報

・
人
材

・
物
資
が
導
入
さ
れ
、
ダ
ム

・
サ
イ
ト
の
人
々
の
生
活
が

改
善
さ
れ
、
産
業
構
造
が
調
整
さ
れ
、
都
市

と
農
村
を
合
理
的
に
配

置
す
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
、
こ
れ
ら

の
地
区

の
生
産
の
発
展

の
た
め
に
、
人

々
の
生
活
レ
ベ
ル
が
向
上
し
、
良
好
な
条
件
が
創
出

さ
れ
る
に
至

っ
た
。
現
在
、
中
国
に
お

い
て
投
資

の
注
目
は
三
峡
ダ

ム
地
区
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
ダ
ム

・
サ
イ

ト

へ
の
投
資

の
視
察
団

は
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。

一
九
九
七
年

一
月
十
二
日
の
中
央
人
民
放

送
局

の
ラ
ジ
オ
報
道
に
よ
る
と
、
「中
国
の
国
務
院
の
五
十
余

の
各

部
と
委
員
会
は
三
峡
ダ
ム
地
区

へ
の
投
資
を
行

い
、
二
十
余

の
省

・

市
が
三
峡
ダ
ム
地
区

へ
と
も
に
支
援
工
作
を
展
開
し
、
目
下
、
ダ
ム

地
区
で
は
外
部
の
投
資
が
既
に
五
〇
〇
億
元

に
達
し
、
三
二
〇
ヵ
所

余
り
の
工
場
が
新
た
に
移
転
し
て
建
て
ら
れ
た
。
」
と
し
て
い
る
。

三
峡
ダ
ム
の
建
設
現
場
の
変
化
は

"日
新

月
異
"
(日
進
月
歩
)

と

い
う
形
容
が
最
も
相
応

し
い
。
そ
の
変
化
は
私
が
訪
問
す
る
度
に

感
動
を
与
え
て
く
れ
る
。
壇
子
嶺
か
ら
の
眺
望
は
見
渡
す
か
ぎ
り
果

て
し
な
い
巨
大
ダ
ム
の
建
設
現
場
で
あ
り
、
工
事
現
場
に
お
い
て
は

従
来

の
中
国
の
建
設
現
場
特
有

の
人
海
戦
術

の
情
景
が
見
ら
れ
ず
、

何
台
か
の
大
型
ク
レ
ー
ン
や
大
型
掘
削
機
が
絶
え
ず
動
き
回
り
、
数

十
ト

ン
の
大
型
ダ
ン
プ
カ
ー
が
建
築
現
場
で
ひ

っ
き
り
な
し
に
駆
け

回

っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
数
か
月
間
で
、

小
さ
な
山
が
い
つ
の
間

に
か
跡
形
も
無
く
な
り
、
深
さ
数
十

m
、
長

さ
千

m
余
り
の
船
舶
間

門
の
基
盤
が
目
の
前

に
現
わ
れ
て
い
る
。
土
砂
石
の
総
量
は

一
億
、m

余
り
で
、
現
在
す
で
に
七
千
万
㎡
余
り
が
既

に
完
成
を
み
て
い
る
。
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船
舶
通
航

の
た
め
の
建
築
物
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち

の
作
業
も
既
に

開
始
さ
れ
、
左
岸
か
ら
右
岸
の
巨
大
ダ
ム
の
土
台
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
た
め
に
セ

ッ
ト
さ
れ
た
西
陵
長
江
大
橋
は
既

に
建
設
さ
れ
て
車
が
通

っ
て
お
り
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
専
用
の
高
速
道

路
も
開
通
し
て
い
る
。
第

一
期
工
程
の
進
展
情
況
か
ら
み
る
と
、
中

国
の
改
革

開
放
と
現
代
化
建
設
の
発
展

の
中
に
お
い
て
、
長
江
三
峡

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
計
画
に
従
え
ば
二
〇
〇
九
年
に
完
成
す
る
予
定

で
あ
り
、
或

い
は
予
定
を
繰
り
上
げ
て
竣
工
す
る
も
の
で
あ
る
。

参
考
文
献

潤

「長
江
三
峡
水
利
椹
紐
』
中
国
長
江
三
峡
工
程
開
発
総
公
司
、
水
利
部

長
江
水
利
委
員
会
、

一
九
九
四
年
十
月

「三
峡
水
利
櫃
紐
」
新
星
出
版
社
、

一
九
九
四
年

(邦
訳

藤
森

猛
)

注〈1
>

「
静
態

」

投
資

は

お
お

よ

そ
九

百
億

米

ド

ル
を

な
す

。

一
九

九

三
年

五
月
末

の
中
国

の
物

価
水

準

か
ら

予
測

す

る
と
、

三
峡

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

工
事

期

間

が

一
七

年

に
及

ぶ
と

し

て
、

こ

の
期

間

に
お

け

る

物
価

上
昇

が
投

資

の
増
大

や
銀

行
貸

付

け
利
息

を

生
む

な

ど

の

「
動

態
」

要
素

を
考

慮
す

る
と

、

二

〇
〇
九

年

の
竣

工

の
時

に
、
累
計

的

な
投

資
総
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